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ハイパワーレーザー照射によるダイナミックな超高圧下
で、極限・極端条件で現れる高密度物質の未知の姿や振る
舞いを明らかにします。物質の構造や状態の変化、またそ
れに伴って変化する物性や反応を理解を、新物質新材料開
発やレーザーフュージョンの研究に活かします。X 線自由
電子レーザー施設での大規模実験やスーパーコンピュータ
を用いた量子力学計算など、内外の研究者・学生らとの共
同研究を通じて、世界初の知を創出します。膨大な実験デー
タとインフォマティクス技術を組み合わせ、先進的な超微
細表面構造の形成などにも貢献しています。

レーザーフュージョン、物質合成、スペースデブリ、天体内部探査など先端基礎科学

高強度レーザーと量子ビームで探る
高密度物質や極限反応
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新たな機能をもつ物質の発見は、科学技術の進展のみな
らず、社会のあり方そのものを変革する力を持っていま
す。我々は、独自の薄膜作製技術を基盤に原子配列を精
密に設計・制御し、新しい物質や人工ナノ構造を創出す
ることで、これまでにない材料機能の実現を目指してい
ます。特に、遷移金属酸化物を対象として、原子レベル
で構造制御した高品質なエピタキシャル薄膜の成長と、
薄膜を基板から剥離し転写するメンブレン技術を基盤と
して、社会の持続的発展を支える次世代メモリ材料やエ
ネルギー材料の創出に挑んでいます。

メモリデバイス、スマートデバイス、エネルギー分野

新原理デバイスを可能にするナノ薄膜材料開発
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